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Gamma-Ray and AntiMatter (GRAMS)計画とは、液体アルゴン time projection chamber (LArTPC)を搭載
した気球や人工衛星などの飛翔体による宇宙MeVガンマ線の観測や暗黒物質の間接探索を目的とする日米共同プ
ロジェクトである。LArTPCは大容積検出器を実現できる特性を持ち、中性子星やブラックホール、突発天体か
ら放射される微弱なガンマ線や、暗黒物質の対消滅・崩壊により生成すると予想される反重陽子を高感度で検出す
ることが期待される。2025/2026年には米国アリゾナ州にて有効体積 30× 30× 20 cm3の LArTPCを気球に搭載
し、約 1日間の飛翔実験 (pGRAMS)を実施する予定である。この気球実験とは並行して LArTPCによるMeV
ガンマ線分光撮像を実証する目的で、低ノイズ・多チャンネル読み出しを特徴とする有効体積 5× 5× 10 cm3の
原理実証用 LArTPC (NanoGRAMS)が大阪大学で開発されている。本講演では全体計画の進捗状況、pGRAMS
の準備およびNanoGRAMSの開発状況について述べる。


